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液 状 ガ ス ケ ッ トJIS表示 許 可 工 場

可剥離性液状ガスケッ ト

No.400(白 色 )、 NQ600(黒 色 )

ア トモ フェル は乾 燥後 可剥離 性 の皮

膜 にな るス トリッパ ブ ル液 状 ガ スケ

ッ トで あ ります 。取 りはず しの ひん

ばん な箇所或 いは接 合面 に付 着 して

は困 るよ うな箇所 にお使 い下 さい。

分解修理や定期整備 な どで接合部の取 りはず しをひんばんに行 な う箇所 は取 りはず しの簡単 に

行 なえる液状 ガスケ ッ トが必要 です。又、エ ンジン、 ミッシ ョン、精密機械 な どでは取 りはず

した後 にパ ッキン膜が容易 に除去 で き、接合面 に粘着 した り回着 しない ものが望 まれ ます G

ア トモフ ェルはこの ような要求 に答 える分解 、取 りはず し、皮膜の除去の簡単 な可剥離性 液状

ガスケ ッ トであ りますcア トモフ ェルは数分 間で弾力性のあるゴム状皮膜 にな りますが、乾燥

皮膜 は下図の ように手で簡単 に剥がす ことがで きます (接合部の取 りはず しがひんばんで且つ

接合部 に皮膜が付着 しては困 るような箇所 に威 力 を発揮 します。

ア トモ フ ェル の種 類

ア トモ フ ェル はNM00S(銀 色 )の ほか 白色 の

No.400、 」零[1螢′σ)No600、 が 2ち ↓りまづ
~。

用途 に応 じて ご選 択下 さい。

皮膜の剥離状況

ア トモ フ ェル は上 図 の よ うに剥 れ

るの で分 解 、取 りは ず し、皮 膜 の

除 去 が 極 め て 簡 単 に行 な え ます 。

ア トモ フェルの特徴

★皮膜 の剥離 性 が よ く、接 合面 に塗布 した皮 膜 は手 で フ ィル ム状 に剥 がせ ます 。

★乾 燥皮膜 は弾 力性 に富 み振動 や衝 撃 に も耐 え、固着 しないの で増 締 めが可能 です 。

★ ゴム皮膜 になるので熱が加 わ って も樹 脂系 液状 ガスケ ッ トの よ うな軟 化 や流 出が あ りませ ん。

従 って、比較 的隙間の大 きな箇 所 に も使 用 され て い ます 。

★耐 水 、耐 油 、耐化 学 薬 品性 が よ く、 フ レオ ン箇所 に も使 用 され て い ます 。
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ア トモ フ ェル の 特 性

C)JiS K 6820液状ガスケットによる試験結果

ア トモ フ ェル の 王 な用 途

ギヤーケース、オイルバ ン、バルブカバー、クランクケースな ど取 りはず しのひんばんな接合

部 、化学 プラン トや諸設備配管で定期点検整備 を行 な う箇所 、その他取 りはず しのひんばんな

機械 、装置 、機器類の接合部 。 または皮膜の除去 を容易 に行 ないたい平面接合部 。

使用法及び注意

★ は じめ に接 合部 の油分 、水分 、ホ コ リ等 を拭 き取 って下 さい。

★刷毛 で厚 さ0.l～ 0.2%位 いに塗布 し 3～ 6分放 置 してか ら締付 けて下 さい。隙 間の大 きな接

合部 (間隙 0.|～ 0.2mm以上 )に 使 用す る ときは少 し厚 く塗布 し、乾 燥 を十分 に行 な い ゴム弾性

体 にな ってか ら締付 け る と効果 的 です 。

★使 用 中 に粘度 が高 くな り稀 め る場合 は トリク ロル エチ レン、 トル エ ン、又 は専 用溶剤 を ご使

用下 さい。

★使 用後 は密 封 して冷暗所 に保 存 して下 さい。
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